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日 時：令和３年６月２９日 

場 所：書面開催  

 

九州クルーズ振興協議会 



 
 

 

議題（１）令和２年度 事業報告 
 

１．クルーズ船の九州各港への寄港状況（R2.1～R2.12） 

   令和２年の九州（下関を含む）へのクルーズ船の寄港回数は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴

う運航休止により４２回（速報値：外国船社２９回、日本船社１３回）となった。 

   休止状態（令和 2 年 2 月から日本船社、3 月から外国船社の寄港無し）となっていたクルーズ船

の九州への寄港は、感染予防対策マニュアルの認証を受けた日本船社の国内クルーズによって、令

和 2 年 10 月に佐世保港に寄港したことにより再開された。 

    

  

 

管内クルーズ船寄港回数           （単位：回） 

地      域 

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 

山口県 

合  計 
北九州港 博多港 長崎港 その他 下関港 

令和２年 

全体 １ １４ ０ 10 4 0 2 4 7 0 42 

外国船 ０ １４ 0 9 3 0 0 0 3 0 29 

令和元年 

全体 2０ 229 11 183 89 22 21 18 156 23 772 

外国船 2０ 205 9 178 78 17 11 11 104 22 655 

                       （情報提供：九州地方整備局） 

２．総会及びセミナーの開催   

（１）「総会」の開催 

     令和２年度の総会については、新型コロナウイルス感染予防対策のため、書面協議とな

った。 
日   時：令和２年 6 月２４日 

場   所：書面開催 

 

    〈議 題〉 

（１） 令和元年度事業報告について 

（２） 令和元年度収支報告について 

（３） 令和２年度事業計画（案）について 

（４） 令和２年度予算（案）について 

（５） その他 

 

 

 



 
 

（２）  クルーズセミナー  

 

国土交通省の「クルーズ船の安全・安心の確保に係る中間とりまとめ」（令和 2 年 9 月）の公 

表に併せて、各協会から「外航クルーズ船事業者の新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラ 

イン」（船舶ガイドライン）、「クルーズ船が寄港する旅客ターミナル等における感染拡大予防ガ 

イドライン」（港湾ガイドライン）の公表が行われた。 

国内クルーズの再開に際しては、同ガイドラインに基づく対応が求められるため、新型コロ

ナウイルス感染予防対策の実施に向けた情報共有を図る事を目的として、九州クルーズ振興協

議会会員を対象とした「九州クルーズセミナー」を開催した。 

また、同セミナーは YouTube ライブ配信を行い、９１回の視聴があった。 

 

日 時：令和 2 年 11 月 20 日 

会 場：オリエンタルホテル福岡 博多ステーション 

参加者：57 名 

 

（１） テーマ：「船舶ガイドライン」及び「港湾ガイドライン」について 

     講 師：国土交通省海事局外航課  仲村国際海上輸送企画官 

         国土交通省港湾局産業港湾課 林クルーズ振興室長（WEB 講演） 

概 要：感染症、危機管理等の専門家からの意見を踏まえた「中間とりまとめ」の内容 

    の他、各ガイドラインやその実効性を担保するための措置等について説明。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）テーマ：「クルーズ船における感染防止対策の実施状況」について ① 

     講 師：郵船クルーズ株式会社 運航部長 村山 公崇  

 

概 要：本船における「乗船前・乗船時 

の対応」、「船内での感染対策」、 

「乗組員への感染対策」、「感染者 

発生時の対応」など具体的な対策 

を説明。 

 

 

 

 

 

 



 
 

テーマ：「クルーズ船における感染防止対策の実施状況」について ② 

        講 師：商船三井客船株式会社 営業グループ課長 松本 士郎 

 

概 要：本船における「乗船前・乗船時 

の対応」、「船内での感染対策」、 

「乗組員への感染対策」、「感染者 

発生時の対応」など具体的な対策 

を説明。 

 

 

 

 

 

（３）テーマ：「コスタ・アトランチカ号検証報告書（概要版）」について 

      講 師：長崎県土木部港湾課 課長補佐 濱崎 正一                                     

           
概 要：発生からの各組織による対応・ 

支援の概要や今後のクルーズ船 

受入時の課題や対策について報 

告。 

 
 
 
 
 

（４）その他（意見交換等） 

      ・クルーズ船の運航休止後に九州で最初にクルーズ船を受け入れた佐世保港の取り組み 

について佐世保市から紹介。 

 

                

３．クルーズ行事への協賛・後援 

   

（１） 諸会議・イベントへの参加、後援等 

   

「下関港クルーズセミナー２０２１」の後援 

・下関市の依頼により、クルーズ再開に向け市民の理解醸成を目的としたセミナーを後援 

共  催：下関市、下関港湾協会、山口県 

後  援：九州地方整備局、九州運輸局、下関海の日協賛会、瀬戸内・海の路ネットワーク推進 

協議会、みなとオアシス全国協議会 

日  時：令和３年３月２０日（土）  13：30～16：30 

会  場：下関グランドホテル 

概  要：基調講演①クルーズと地域振興 

基調講演②クルーズの魅力 

パネルディスカスション 

参加者 ：約８０名 

 



 
 

  

４．広報・宣伝活動 

（１）協議会ホームページの更新 

・九州におけるクルーズ情報の発信や会員相互間の情報共有を促進する有力なツールとして、 

平成 26 年 2 月 19 日に開設。以後、適宜コンテンツの充実を図っている。 

・令和２年度についても新着情報を掲載し、情報の発信をした。 

【  http://www.kyushu-cruise.com/  】 

 

 

 

５．その他 

（1）会員の動向 

   ・令和 2 年度退会会員      ４者 

     令和３年 4 月 1 日現在 

             会員数：  ６７者  

             オブザーバー ４者 

 （2）参考資料 

資料① クルーズ船の九州（下関を含む）への寄港状況 

資料② 九州（下関を含む）各港のクルーズ客船入港実績推移 


